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『ジェントルマンズ・マガジン』1818 年 1 月号に以下のようなソネットが掲載された。
Are these the fragments of the glorious prime
　Of that great Empire, mistress of the world,
　Who, Queen of Nations, high in air unfurl’d
Her standard, and outstretch’d her arm sublime? ̶
Yes! And they mock all-devouring Time;
　For oft, in anger, at yon fane he hurl’d
His iron rod, but prostrate at the shrine
　Of the Great Goddess harmlessly it fell,
　Till he, struck motionless, as with a spell,
Gazed wildly, and proclaim’d the power divine.
Phidias! Thou hast immortalized thy name
　In these thy handy-works, and they will tell
Loud as ten thousand thunderings thy fame


























病んだ鷲」（‘To B. R. Haydon’）に自身がたとえられており，彫像に具わる非情なまでもの美の高みへ
の憧憬と，生身の肉体を具えるがゆえにそこに辿りつくことのできない詩才のもどかしさや悲しみが
表出されている。それでも，この二篇は「櫂は折れ，帆布も破れたおんぼろ船で／のろのろと」（‘To 
Charles Cowden Clarke’ 17–18）詩の大海原にようやく乗り出したばかりのキーツにとって，この先
ヘレニズム文化が自身の詩作の大きな支えとなるような予感を抱かせる作品ではあった。












ツが詩人として生きた 1816 年から 1820 年にかけて，イギリスでは視覚芸術の全盛期を迎えており，
18世紀いらいの古代遺物に対する人びとの興味はかつてないほどの高まりをみせていた。『芸術年鑑』























































ティアリス（Marcus Valerius Martialis  c.38/41～c.103）の Epigrams（86–102）にある「京に鄙あり」
（rus in urbe）の言葉に集約されよう。そこでは都市の利便性を具えながらも喧騒に距離を置く静穏
な郊外生活の楽しさが称揚されていた。1  イギリスでも 18 世紀に広く人口に膾炙していたポンフレッ
ト（John Pomfret 1667～1702）の The Choice （1700） はいうまでもなく，おそらくはツィンマーマン 
（Johann Georg von Zimmerman 1728～95）の Solitude （原題 Über die Einsamkeit 1756）なども郊外生
活の手引書として好事家に愛読されていたようである。2











にも比肩する地であったが，また Vauxhall Gardens や Ranelagh Gardens といった人気の社交場の元
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祖とも目されていた。地誌学の分野で著名な J.J. Park の著作や『ジェントルマンズ・マガジン』の 
‘Topological sketches’ 欄でも紹介されていた（May 1817）ように，ハムステッドは多くの娯楽施設
や宿泊施設を擁し，コンサートや競馬をはじめとしてさまざまな催事を提供するなど，独自の都会的
文化圏を田園地帯に構築していた。すなわち，ここは経済的にはシティーの圏内に属しながらもシ















































には，この世において「完成に到達する可能性は決してない」（Spectator July 7, 1711）との重大な付
言があった。それは存在の断片性を受容したというにほかならない。それでも，たとえ到達点に届く
ことがなくとも，絶え間なく完成に向けて上昇的に進行するのがこの世の存在の属性であるとする意



























































































エルギン・マーブルに関わる議論が沸騰していた 1816 年 3 月 17 日に，キーツの友人の歴史画家ヘ
イドンは，自身の美学理論を『エグザミナー』紙に載せ，美術評論の大御所と見なされていた論敵ペ
イン・ナイト（Payne Knight）などが唱道していた 18 世紀的な理想美礼讃の愚に非を鳴らした。
...in the most broken fragment the same great principle of life can be proved to exist as well as in 
the most perfect figure.  Is not life as palpable in the last joint of your forefinger as in the centre of 
your heart?  Thus break off a toe from any fragment of the Elgin Marbles, and there I will prove the 




























「強大な」（mighty）としか形容できなかったことは，あたかも Fuseli が例の絵画（The Artist Moved 












































（Coleridge 189）。トムソンは賢明にもそのようなギリシア彫像を「息づく石」（Liber ty II 302）と評
したものだが，同様にヘイリーにとっても Flaxman の手になる大理石像は「外側の / 形態によって
語る生命の温かみ」（Hayley I 291–92） を感じさせるものであった。キーツは『エンディミオン』第二
図 1 図 2
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巻で，眠るアドニスの描写の着想を，イアン・ジャックの指摘にあるプッサンの Echo and Narcissus
（図 3）からとはべつに，図 2 で太腿から膝へゆるやかに流れるような衣紋が輪郭を創るヘスティア
とアフロディテ像からも得ていたようだ。
And coverlids gold-tinted like the peach,
Or ripe October’s faded marigolds,
Fell sleek about [Adonis] in a thousand folds ̶
Not hiding up an Apollonian curve
Of neck and shoulder, nor the tenting swerve
Of knee from knee, nor ankles pointing light;
But rather, giving them to the filled sight






















　　　Bold lover, never, never canst thou kiss
Though winning near the goal ̶ yet do not grieve;
　　She cannot fade, though thou hast not thy bliss,

















Who are these coming to the sacrifice?
　To what green altar, O mysterious priest,
Lead’st thou that heifer lowing at the skies,
　And all her silken flanks with garlands drest?
What little town by river or sea shore,
　Or mountain-built with peaceful citadel,
　　Is emptied of this folk, this pious morn?
And, little town, thy streets for evermore
　Will silent be; and not a soul to tell






























＊ 本論は 2014 年 6 月 28 日に早稲田大学で開催された「イギリス・ロマン派学会」における講演原稿
に，全面的な改定をほどこしたものである。
Notes
 1 Martial （Marcus Valerius Martialis） の Epigrams Book I: XII 57 での用例あたりが嚆矢とみなされる。（Cf.）
http://www.tertullian.org/fathers/index.htm#Martial_Epigrams
 2 たとえば The Choice の 5–8 には次のような記述がみられる。
 
 Near some fair Town I’d have a private Seat,
 Built uniform, not little, nor too great:
 Better, if on a rising Ground it stood,
 On this side Fields, on that a neighb’ring Wood.
 3 だが，この言葉がソロモンのものとする主張はすでに退けられている。A New Commentary on Holy Scripture 
（SPCK, 1928）p. 402 を見よ。
 4 Frye （13–14）にはよく知られる次の一節がある。
 “God, if he exists at all, can exist only as existence, as an aspect of our own identity, and not as a hypothesis 
attached to the natural order.”
52 断片の美学：キーツ（西山）
 なお，Blake の言は，いわずと知れた‘There is No Natural Religion’ にある一節をさす。
 5 1809 年 2 月 6 日付の Benjamin West のエルギン伯宛て書簡は，William Richard Hamilton の以下の覚書に所
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